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鳥羽警察署協議会議事録 

令和５年度第１回鳥羽警察署協議会

日　　時 令和５年６月９日（金）午前10時～午前11時30分 
場　　所 鳥羽警察署３階大会議室

 １　三重県公安委員会 
 　　村田典子委員 

出 席 者 ２　警察署協議会委員　７名 
　　 　　大形正人委員、杉原新一委員、中井まゆり委員 

　　迫間優子委員、水川敬善委員、向井高陽委員 
　　山本浩美委員 
３　警察署　９名 
　　署長、副署長、警務官、会計課長、生活安全課長、 
　　地域課長、刑事課長、交通課総務・規制係長、警備課長

傍聴者数 　なし　

公開・非公開の別 　公開　

議 事 概 要

１　委嘱状交付 
２　三重県公安委員会委員挨拶 
３　鳥羽警察署長挨拶 
４　鳥羽警察署協議会委員及び鳥羽警察署幹部自己紹介 
５　鳥羽警察署協議会役員選出及び役員挨拶 
　　警察署協議会委員の互選により、会長に山本浩美委員を選出した。   
    会長が杉原新一委員を副会長に指名した。 
６　管内概況説明（署長） 
　(１)　刑法犯認知・検挙状況 
　(２)　ストーカー事案・配偶者からの暴力事案受理状況 
　　(３)  交通事故発生状況 
　　(４)　110番通報受理状況 
　　(５)　警察安全相談受理状況 
　　(６)　　災害関係（警報発表時の対応等について） 
　　(７)　　Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合に向けた警備諸対策について 
７　質疑応答及び意見交換 
　(１)　６月２日の大雨の対応について 
　　＜委員＞　６月２日は大雨となり、山から流れてくる水量が多く、短

時間で道路が冠水したり、これまで冠水のなかった箇所で冠
水するなど危険な状況が見られた。 

　　＜委員＞　道路が冠水したことにより、観光バスが迂回のため、通称
「焼飯坂」へ進入したことで立往生し、渋滞が発生したが、

 規制はできないか。
　　＜委員＞　通行止めの規制等に当たった署員が腰まで水に浸かりなが

 ら活動していた。尽力に感謝したい。
　　【署長】　様々な情報がある中で、通行止め等の規制は、冠水による
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危険を回避することを第一に実施した。 
　　　　　　　確実に規制を行うため、複数のパトカーを配置して対応に

当たった。 
　　　　　　　この通行止めに伴い、迂回路となった道路では、渋滞が発

生したことは承知しており、今後、関係機関と連携して必要
な情報発信を進めたい。 

　　　　　　　また、交通規制に当たっては、早めに道路管理者と協議を
行って準備を進めたい。 

　(２)　信号機のない横断歩道における車両の一時停止率について 
　　＜委員＞　昨年、信号機のない横断歩道における車両の一時停止率の

向上について提言したが、この一年間、管内における停止率
が目に見えてよくなったと感じられる。 

　　　　　　　警察官による交通指導や、ハンドサインキャンペーン等の
啓発活動の成果の現れと感じている。 

８　三重県公安委員会委員講評 
　・　先日の大雨で、一気に水量が上がるなど、これまでと冠水状況が変

　わってきている中で状況判断が難しい面もあったと思うが、しっかり
　と対応していただいたと考えている。鳥羽警察署にあっては、今後も

 　地域の安全・安心を守っていただくようお願いしたい。
　・　横断歩道での一時停止を向上させる取組など、鳥羽警察署と協議会

　委員が一体となった活動が成果として現れることが重要であるため、
 　今後も継続した取組をお願いしたい。

９　鳥羽警察署長挨拶 
10　Ｇ７パトロールカー視察

備　　考 　　　　　　　　　　　


